
大野城トレイル

～自然と歴史の散策路～ 

基本計画

平成２７年３月 

 大野城市





目 次

はじめに  ・・・・・・・・・・・・・・・・  1  

[ 背景と目的 ]  ・・・・・・・・・・・・・・・・  1

[ 各種プロジェクトとの連携 ]  ・・・・・・・・・・・・・・・・  2

[ 計画の範囲 ]  ・・・・・・・・・・・・・・・・  3

[ トレイル形成の目指す方向 ]  ・・・・・・・・・・・・・・・・  3

[ トレイルの追加・見直し ]     ・・・・・・・・・・・・・・・・  3

第 1 章 大野城市の自然・文化・歴史      ・・・・・・・・・・・・・・・・  4

1-1 自然    ・・・・・・・・・・・・・・・・  4

1-2 文化    ・・・・・・・・・・・・・・・・  6

1-3 歴史    ・・・・・・・・・・・・・・・・  8

1-4 公共施設等    ・・・・・・・・・・・・・・・・10

1-5 プロジェクト動向および既存ルート    ・・・・・・・・・・・・・・・・12

第２章 計画のコンセプト    ・・・・・・・・・・・・・・・・14

2-1 コンセプト    ・・・・・・・・・・・・・・・・14

2-2 トレイル形成の方向性  ・・・・・・・・・・・・・・・・15

第３章 トレイルの設定    ・・・・・・・・・・・・・・・・16 

3-1 テーマの設定    ・・・・・・・・・・・・・・・・16

3-2 テーマ毎のトレイルのルートの設定  ・・・・・・・・・・・・・・・・24 

第 4章 トレイルの整備計画   ・・・・・・・・・・・・・・・・39 

4-1 トレイルの基本的な考え方  ・・・・・・・・・・・・・・・・39 

4-2 トレイルを結ぶ：ハード事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・40 

4-3 トレイルから伝える：ソフト事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・57 

第５章 整備プログラムの検討 ・・・・・・・・・・・・・・・・58 

5-1 整備計画（スケジュール） ・・・・・・・・・・・・・・・・58 

資 料  市民からの意見募集              ・・・・・・・・・・・・・・・・60 





―  1  

はじめに

[背景と目的]

●背景

・本市は、昭和 47 年に市制を施行し、以来、コミュニティの基盤づくりに精力を注いでき

ました。それから数十年を経た今、人口（世帯数）は国勢調査で昭和 45 年 33,818 人

（8,951 戸）から平成 22 年 95,087 人（36,778 戸）に増加しています。これは人口

で約３倍、世帯数で約 4 倍となります。市外から移り住んだ人々も多く、本市が福岡都市

圏に位置する県 下有数の中堅都市として成長したことを物語っています。

・中堅都市として成長した本市において、都市基盤の整備については概ね完了していますが、 

現在は西鉄天神大牟田線の高架事業と市街地周辺での都市基盤整備事業の推進が図られてい

ます。新しいまちのかたちを見据えて、中心市街地の賑わいづくりと、暮らしやすく、人に 

やさしい都市環境の整備が求められています。

・一方、都市化の進展や人口の流動は、本市に人間関係の希薄化をもたらしたとも言われて

います。人と人のつながりを大切にするコミュニティ都市への更なる一歩として、自助・

共助・公助による新しいコミュニティづくりを進めるとともに、これを支える礎ともなる、

市民のふるさと意識を醸成するまちづくりを推進していくことが求められています。

●目的

・本計画は、にぎわいとやさしさをもったまちづくりを推進するとともに、市民のふるさと

意識の醸成にも貢献する「ふるさと大野城の個性を輝かせるトレイルの形成」を目的とし

ます。

「ふるさと大野城の個性を輝かせるトレイルの形成」

図：ふるさと大野城の個性を輝かせるトレイル形成のイメージ
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[各種プロジェクトとの連携]

・本計画は、第5次大野城市総合計画の後期基本計画に位置づけられる取り組みです。

・後期基本計画には、「テーマ３：輝くまちの個性」の中に、「新しいまちのかたちを見据え

たにぎわいとやさしさをもったまちづくり」に向けた取り組みとして「駅などを基点として、

歩きながら地域の自然・文化・歴史などを楽しめる散策路「大野城トレイル」基本計画の策

定と整備」を位置づけています。

・一方、後期基本計画には、同じく「テーマ３：輝くまちの個性」の中に、「まちの魅力向上」 

に向けて「（仮称）大野城心のふるさと館整備事業」、「（仮称）歴史をつなぐ路整備事

業」、「水城・大野城・基肄城 1350 年事業」を位置づけています。これら事業は、歴史

を接点として本市の個性を輝かせる取り組みとして、「( 仮称 ) 大野城トレイル」と深い関

わりを有しています。

・本市は、「ふるさと大野城の個性を輝かせるトレイルの形成」にあたって、「（仮称）大野

城心のふるさと館整備事業」、「（仮称）歴史をつなぐ路整備事業」、「水城・大野城・基

肄城 1350 年事業」やその他関連事業（牛頸須恵器窯跡整備活用計画、水城跡整備事業基

本計画、（仮称）ふるさと大野城「まちの活力」創出基本計画等）を推進する関連部局や

国・県等との協議や連携に取り組みます。

・これら各種プロジェクト等と連携することで、市内外に点在する自然・文化・歴史を広範

囲 に結ぶトレイル・ネットワークを効率的かつ効果的に実現します。

図：計画の位置づけ
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[計画の範囲]

・本計画の対象範囲は、市全域としま

す。

・なお、本計画では、市内外の広範囲に

点在する自然、文化、歴史を結ぶトレ

イルの形成を見据え、場合によっては

計画対象に隣接する周辺市町を含み、

必要に応じて当該市町に理解と協力を

求めます。

[トレイル形成の目指す方向]

・「ふるさと大野城の個性を輝かせるト

レイルの形成」に向けては、より多く

の人々に取り組みの内容を知ってもら

い、実際に歩き、本市固有の自然・文

化・歴史に現地で触れてもらうことが

有効と考えます。

・一方、本市は、福岡都市圏に位置する中堅都市に成長した現在、市内に住み続けてきた市

民だけでなく、市外から移り住んだ市民も多く、加えて市外から多くの人々が日々訪れて

います。こうした人々のふるさと大野城に対する関心は多種多様です。より多くの人々に

トレイルに対して関心を持ってもらい、活かしてもらうためには、様々な人々の利用に配

慮した取り組みとしていくことも求められます。

・ふるさと大野城の個性を輝かせるトレイルは、ふるさと大野城の個性を多方面（生涯学習、

教育、健康増進、観光交流等）に周知、活用することを目的とし、その実現を目指します。

[トレイルの追加・見直し]

・本市は、「（仮称）大野城心のふるさと館整備事業」、「（仮称）歴史をつなぐ路整備事

業」、「水城・大野城・基肄城 1350 年事業」が推進され、（仮称）大野城心のふるさと

館の開館後は市民活動が更に活発になることが予想されます。

・本計画では、今回のトレイル形成がふるさと大野城の新たな魅力発見や市民活動の活性化

を誘発し、市民レベルによるトレイルの追加・見直しが行われることを見据えています。
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第 1 章 大野城市の自然・文化・歴史

1-1 自然

・本市は北東部に大城山（四王寺山）や乙金山、南部には脊振山系の牛頸山をはじめとする

小連山が連なります。これらの山並みは、市街地の背景を構成し、市民の日々の生活に潤

いを与えています。また、北東部の大城山（四王寺山）や南部の牛頸山の麓には総合公園

やレクリエーション施設が立地しており、多くの市民の憩いの場、健康増進の場として活

用されています。また、市街地の各所にも、市民に身近な公園が点在しており、生活 の中

で気軽に自然と触れられる環境が整っています。

・さらに、市内に水源を有する牛頸川、平野川、川久保川が博多湾に注ぐ御笠川に市内で合

流します。これら河川等や三兼池・日の浦池をはじめとするため池の一部が親水空間とし

て整備され、市民の憩いの場として親しまれています。

・牛頸川の上流には、河川沿いに農地が広がり、かつて農村地帯であった本市の風景をしの

ばせています。

・上記の他、市内には、古くから市民に親しまれてきた大野小学校のセンダンの木、薬師の

杜、御笠の森といった貴重な自然が点在しています。これらは市指定天然記念物等として保

全され、身近な緑として多くの人々に親しまれています。
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図：大野城市の自然
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1-2 文化

・本市は、昭和 25（1950）年頃まで、河川等やため池からの取水により平野部を中心に水

田が広がり、この中に集落が点在するという農村の風景が広がっていたところです。市内は、

近世の村等に由来する「畑詰・仲島・山田・筒井・中・乙金・瓦田・白木原・下大利・上大

利・牛頸・雑餉隈」の大字に分けられ、その構成は現在の市街地にも受け継がれています。

各地にはかつての農村集落としての名残を留める神社等も立地し、五穀豊穣や収穫感謝を祈

る春ごもり、夏ごもり、秋ごもり、宮座などの伝統的な年中行事が市民により継承されてい

ます。

・戦後、急速に宅地開発が進み、福岡都市圏のベッドタウンとしての市街地が整えられていく

中で、昭和 42 年に新住民と旧住民の融和を目的とする「まどか運動」が提唱されました。

以降、まどか運動を基盤としたスポーツ大会、４つのコミュニティの共同による「おおの山

城大文字まつり」などが開催され、新しい文化として定着しています。
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図：大野城市の文化 
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1-3 歴史

・本市は古くから御笠川や牛頸川などの水源に恵まれ、その周辺で人々の生活が営まれてきま

した。古墳時代には須恵器生産が盛んに行われ、牛頸山の麓では西日本最大規模の「牛頸須 

恵器窯跡」が発見され、6世紀半ばから9世紀半ばにかけて500基以上の窯が営まれた と

されています。

・「水城」は白村江の戦い（663 年）の翌年の天智 3（664）年に築かれた人工の土塁です。

白村江の戦い後、唐と新羅の攻撃から大宰府を防衛するために築かれ、その規模は長さ

1.2km、幅80m、高さ10mを誇ります。

・本市の名前の由来となっている「大野城」は天智 4（665）年に現在の四王寺山に築城さ

れたわが国最古の朝鮮式山城です。水城と同様に大宰府防衛のために築かれました。総延長

約 8km の土塁や石塁の内側には食糧庫や武器庫など約 70 棟の建物が建てられたとされ、

現在は礎石や石垣がその名残をとどめています。このように水城や大野城の築造により古代

の大野城周辺は大宰府防衛の要所となりました。 

・中世には唐山城や不動城といった山城が築かれ軍事的性格を強め、近世には福岡藩 の政策

のもと農村としての性格を強めていきました。 

・現在では特別史跡である大野城跡、水城跡をはじめ、牛頸須恵器窯跡等の多くの文化財が守

り伝えられています。その他にも、市街地の中には太宰府往還や新川跡、宮添井堰の碑など、

まちの成り立ちを今に伝える歴史的な資源が点在しており、市民をはじめ多くの人々に親し

まれています。
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図：大野城市の歴史 
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1-4 公共施設等

・本市は、まどかぴあをはじめ文化活動の場として多くの市民に活用される公共施設が充実

しています。

・まどかパークや大野城いこいの森などの公共施設は、市民のレクリエーションの場や市民

イベントの会場として活用されています。

・また、市内には東・中央・南・北コミュニティセンターがあり、各地区のコミュニティ活

動の拠点として親しまれています。

・他方、西鉄春日原駅、白木原駅、下大利駅の駅前や南ヶ丘地区には商店街があり、市民の日

常生活を支えるだけでなく、定期的に様々なイベントも開催され、多くの人でにぎわいます。
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図：公共施設等
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1-5 プロジェクト動向および既存ルート

・本市では、現在、「（仮称）歴史をつなぐ路整備」、「水城跡整備」、「牛頸須恵器窯跡

整備」といった主要な文化財の保存・活用を目的とした整備が進められており、各整備で

は、周辺の主要な史跡を巡るルート整備が計画されています。

・本市の保健部局を中心として、御笠川、牛頸川、川久保川を巡る「健康ウォーキングコース」 

を設定し、市民の健康づくりを推進しています。

・また、市街地では、「（仮称）大野城心のふるさと館」の建設や「西鉄天神大牟田線連続

立体交差事業」の整備が進められており、新たな観光拠点としての確立や公共交通の利便

性の向上が期待されています。



―  13 

図：プロジェクト動向および既存ルート
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第２章 計画のコンセプト

2-1 コンセプト

・本計画は、「ふるさと大野城の個性を輝かせるトレイルの形成」を掲げ、にぎわいとやさし

さをもったまちづくりを推進し、市民のふるさと意識の醸成に貢献するトレイルの形成を目

的としています。また、その実現に向けて、「ふるさと大野城の個性を多方面（生涯学習、

教育、 健康増進、観光交流等）に周知、活用しやすいトレイルの形成」としています。

・本市は、ふるさと大野城の個性を輝かせるトレイルの形成に向けて、より多くの人々に触れ

る機会や場を提供し、その魅力に触れる喜びを現地で体感してもらうことが重要と考えます。

加えて、その効果を高めるには、本市固有の自然・文化・歴史を介して、人々の出会いや交 

流を促すことが有効であり、その時に得られた感動が、市民にふるさと大野城に向き合う喜

びを提供し、来訪者には本市に訪れてよかったと思える満足感を提供することに繋がると考 

えます。

・本計画では、トレイル形成のコンセプトに「本市固有の自然・文化・歴史を介して、人々が 

笑顔で触れ合う交流軸の形成」を設定します。自然・文化・歴史を結び、生涯学習、教育、

健康増進、観光交流等の多方面に活かされることで、人々の出会いや交流が育まれるトレイ

ルの形成を「ふるさと大野城を巡る自然と歴史の散策路」として実現します。
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2-2 トレイル形成の方向性

・「自然・文化・歴史を介して、人々が笑顔で触れ合う交流軸」として、多方面（生涯学習、

教育、健康増進、観光交流等）に活かされる「自然と歴史の散策路」の実現に向けて、そ

の方向性を以下に設定します。

（１）テーマ

・テーマとは、市内を巡る人々に、現地で感じて欲しい本市を語るうえで欠かせないふるさ

と大野城の個性です。

・テーマの設定にあたっては、生涯学習、教育、健康増進、観光交流等への活用に配慮した

内容に心がけます。

（２）トレイル

・トレイルのテーマに沿って、人々が巡り、触れ合う「散策路」と、トレイルを巡る人々が

集まり、利用できる「基点」をバランスよく配置します。

１）散策路

・「散策路」は、ふるさと大野城の自然・文化・歴史を楽しむことができる道路や遊歩道等

を結ぶルートです。

・散策路は、生涯学習、教育、健康増進、観光交流等への活用を考慮し、トレイルの連続性

を高める案内誘導の充実や環境整備等に取り組みます。

２）基点

・トレイルの「基点」は、トレイルを巡る人々が、基本的に、自由に利用できる施設等です。

本計画では、市内の主要な駅を含む公共施設等を位置づけます。

・基点に位置づけた公共施設等は、トレイルマップの配布、トレイルを巡るイベント開催や

観光ボランティア育成等、より多くの人々にふるさと大野城の個性を伝える情報発信や施

設利用等の場とします。
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第３章 トレイルの設定

3-1 テーマの設定

・ふるさと大野城の個性を輝かせるトレイルの形成を目指し、今回、ふるさと大野城の魅力的 

な個性の中から、トレイルのテーマを７つ設定します。
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（１）テーマ１：「古代山城・大野城」

・大野城は、「日本書紀」に記されている日本最古の山城であり、市名の由来にもなってい

ます。天智 4（665）年、四王寺山の地形を利用した朝鮮式山城として築かれました。巨

大な山城で、土塁に囲まれる範囲は約 210ha に及びます。その広い範囲が「国指定特別

史跡大 野城跡」に指定され、更に「日本100名城」、「美しい日本の歴史的風土100選

（特別枠を 除く）」に選ばれる等、多くの人々に親しまれています。

・この大野城跡を中心に、広く福岡県民に親しまれる森が「四王寺県民の森」です。市内で

は大城山の西斜面一帯が「四王寺県民の森」となっています。この森は、福岡県自然公園

として子供たちの遠足や家族のレクリエーションの場、さらには健康増進のための身近な

登山の場として、多くの人々に親しまれています。

・大野城は、平成 27 年には築城 1350 年を迎えます。まちなかから登山道「（仮称）歴史

をつなぐ路」へ歩みを進め、ふるさと大野城に刻まれた悠久の歴史をお楽しみください。
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（２）テーマ２：「巨大な古代防衛施設・水城」

・水城は「日本書紀」に記されている巨大な古代防衛施設です。天智 3（664）年、大野

城・基肄城と同時期に築かれました。現在は「国指定特別史跡水城跡」として親しまれて

います。

・水城跡は、土塁の高さは地面から10ｍ、幅が最大で80ｍ、距離は約1.2ｋｍに及びま

す。 巨大な古代防衛施設であったことを今に伝えています。

・水城は築造当時「版築」と呼ばれる工法で固く突き締められていましたが、年月の経過と

ともに、徐々に土塁には樹木が茂るようになり、濠は埋まっていったようです。江戸時代

や明治時代の絵図に樹木が茂り、濠が水田となった「水城跡」としての姿が描かれていま

す。

・平成 26 年に築造 1350 年を迎えました。現在、水城跡周辺に広がっていた水田は市街地

に変わりましたが、水城跡本体は築造当時とは大きく変わらない姿を今に留めています。

・古代に築かれた巨大な防衛施設の存在は市民の誇りです。緑に包まれた巨大な防衛施設を

巡ってみましょう。
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（３）テーマ３：「先人が築いたため池群」

・市内で、ため池が比較的多く残されるところ、それが上大利地区です。

・この地区のため池は、少なくとも江戸時代以降、上大利村、下大利村、白木原村といった

村々 に農業用水を供給する役割を担ってきました。

・御笠川流域に位置する市内の村々の中で、江戸時代、井手（河川）からの取水が 100％を

占めていたのは、仲島、畑詰、山田の３つの村のみでした。他の村は、天水（湧水・遊水）

とため池に頼っていたことが分っています。

・ため池への依存度が高かった村の一つが「白木原村」です。その水源が「三兼池」でした。

三兼池は、大字上大利の中に飛び地で大字白木原となっており、三兼池が白木原村にとっ

て重要なため池だったことを今に伝えているのではないでしょうか。

・三兼池の他、上大利地区に点在するため池を見ていくと、上大利村の水利を担っていた日

の浦池・仙頭ヶ浦池、下大利村の水利を担っていた松尾池、天神田池等が挙げられます。

・現在、三兼池、日の浦池と仙頭ヶ浦池は、それぞれ三兼池公園、日の浦公園として整備さ

れ、市民の身近な親水公園として親しまれています。

・住宅地の中に点在するため池を巡り、ため池を大事にしてきた先人に思いを馳せるのもふ

るさと大野城の楽しみと考えます。
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（４）テーマ４：「史跡を結ぶふるさとの川・御笠川」

・御笠川は、宝満山を源とし、博多湾に注ぐ二級河川です。本市はその中流域に位置してい

ます。

・市内を流れる牛頸川と平野川、川久保川、平田川も御笠川の支流です。長い間、これら水

系の水が農業用水として市内の各地を潤してきました。

・御笠川の由来は、実は、大野城市山田２丁目にある「御笠の森」と伝えられています。御

笠の森は、日本書紀にも登場する森であり、御笠郡、御笠川など、御笠という地名が起こ

った伝説にまつわる地として、広く知られています。

・御笠川の特徴は、地域の歴史や文化を今に伝える史跡が川沿いに点在することです。御笠

の森も川沿いに近く、上流に歩いて行くと、水城跡を抜けて、大宰府政庁跡、太宰府天満

宮等を訪れることができます。

・御笠川の川沿いには、並木が植えられ、今後も親水空間の整備が予定されています。御笠

川を中心に市内外に点在する史跡を巡り、本市の歴史や文化に想いを馳せてみませんか。

本市の成り立ちがより深く理解できると考えます。



―  21 

（５）テーマ５：「牛頸の田園風景と牛頸川」

・福岡都市圏に位置し、市街地が広がる本市ですが、ベットタウン化する以前は平野部の大

部分が田園地帯でした。明治時代の大野村（現大野城市）は全世帯数のうち農家の割合が 

7 割を超え、純農村地帯を形成していました。この流れは大正から昭和初期にかけても同

様に続いています。

・昭和 16（1941）年に市内初の土地区画整理事業が実施されて以降、昭和 50 年代をピ

ークに、農地の宅地への転用が盛んに行われるようになりました。

・広い範囲で農地が失われ、市街化が進展した中で、現在、市内で唯一牛頸川上流に地形・

地質を生かした田園地帯が約１kmにわたり残されています。

・田園地帯のはずれには、「薬師の杜」があります。薬師の杜は、薬師堂の境内を形作る鎮

守の森で、小さいながら遠くから見ても堂々とした風格を持つ木立です。エノキとクスノ

キを中心として構成されており、特にエノキは市内では最大級のものとされています。

・牛頸川沿いの農地は、大野城市の農耕文化を感じることのできる貴重な場所となっていま

す。 農地を巡り、ふるさと大野城市の原風景を感じて下さい。
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（６) テーマ６：「約３００年間操業された窯跡・牛頸須恵器窯跡」

・牛頸須恵器窯跡は大野城市南端に位置する牛頸山の北麓に位置する須恵器窯跡群です。窯

跡の分布は、大野城市上大利と牛頸地区を中心として、春日市・太宰府市の一部を含む東

西約 4km、南北約 4.8km の範囲に広がっています。12 カ所が国史跡に指定されていま

す。

・牛頸須恵器窯跡の大きな特徴は、6 世紀中頃から 9 世紀中頃にかけて約 300 年にわたっ

て 窯が作られ、500 基を超える窯跡群であることです。1 カ所で長期間・大規模に操業

された 窯跡群は九州では他にはありません。さらに、牛頸窯は地方にありながら大和政権

と直接結びつき須恵器生産を行っていたとされ、九州における須恵器生産をリードしてい

た全国的にも極めて重要な須恵器生産遺跡として評価されています。

・牛頸須恵器窯跡の周辺には、いこいの森（中央公園・水辺公園・キャンプ場）をはじめと

する自然を生かした公園が点在しており、市民による各種イベントやレジャーに利用され

ています。

・牛頸山や牛頸川といった豊かな自然に包まれたいこいの森を基点として、牛頸須恵器窯跡

を巡ってみませんか。ふるさと大野城の古代文化を感じることができると考えます。



―  23 

（７）テーマ７：「新旧のにぎわい・旧太宰府往還と西鉄沿線」

・旧太宰府往還（旧日田街道）は江戸時代、博多と日田を結ぶ主要な道であり、多くの人々

の往来でにぎわっていたと考えられます。 

・旧太宰府往還に沿って流れていた新川も寛延３（1750）年に整備された歴史ある河川で

す。主に川舟を使用した物流に利用されていましたが、水量の乏しさから、宝暦１２

（1762）年に運行が停止されました。今は埋めたてられていますがかつての形状は保た

れており、新川緑地帯と名付けられた遊歩道として親しまれています。

・西鉄天神大牟田線に沿っては、大正 13（1924）年に西鉄春日原駅と西鉄下大利駅が、昭

和 21（1946）年に西鉄白木原駅が開設されました。以降、本市の玄関口として、多くの

市民や来訪者に利用されており、周辺の施設とともに大野城市の中心地のにぎわいを形づ

くっています。

・西鉄天神大牟田線では、線路の高架化が進められており、沿線の商店街等を含めた新たな

にぎわいの創出が期待されています。

・このような新旧の道を行き来することで、地域の歴史・文化を再発見することのできるに

ぎわいの道が生まれるのではないかと考えます。
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3-2 テーマ毎のトレイルのルートの設定

・以下、テーマ毎のトレイルを設定します。

（１）「古代山城・大野城」（山城ルート）

・（仮称）大野城心のふるさと館を発着とし、史跡大野城跡を目指します。道中に点在する遺

跡や古墳、神社をはじめとする大野城市の歴史や文化に触れながら歩みを進め、毘沙門堂な

どの歴史が残る大野城跡で大自然に包まれながら、壮大な歴史を感じてください。
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（２）「巨大な古代防衛施設・水城」（水城跡ルート）

・ＪＲ水城駅を基点に特別史跡水城跡を巡ります。土塁断面露出箇所や西門跡など史跡地内の

貴重な遺構に触れ、巨大防衛施設の壮大な歴史を感じてください。水城ゆめ広場は他のルー

トにも接続しているので、引き続きお楽しみいただけます。
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（３）「先人が築いたため池群」（ため池ルー

ト）

・ＪＲ水城駅を出発し、特別史跡水城跡の歴史に触れながら、ため池群を目指します。ため池

群には三兼池公園や日の浦公園など憩いの空間が併設しているので各自のペースで水辺の

空間を楽しむことが可能です。農業用水の水源として先人が築いたため池群を巡りながら

大野城の自然や文化を体感してください。
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（４）「史跡を結ぶふるさとの川・御笠川」（御笠川ルート）

・（仮称）大野城心のふるさと館を発着、立花寺橋と下大利橋を端点とし、御笠川の沿岸を歩

いていきます。途中、宮添井堰の碑といった御笠川に関連する歴史的遺産にも触れること

ができます。雄大な御笠川の自然を感じながらトレイルをお楽しみください。
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（５）「牛頸の田園風景と牛頸川」（田園と牛頸川ルート）

・（仮称）大野城心のふるさと館を発着とし、牛頸川に沿って牛頸ダムまで南下するロングト

レイルです。牛頸川のせせらぎを感じながら歩みを進めると、住宅街の中に広大な田園地

帯が現れます。田園の中を歩くことでかつての農耕文化や自然を感じることができます。

田園から南に歩いた牛頸ダム周辺は水辺と森林に囲まれた気持ちの良い空間が続いており、

夏には蛍を見ることができます。ロングトレイルの中で水辺や田園が織りなす様々な風景

の変化をお楽しみください。
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（６）「約３００年間操業された窯跡・牛頸須恵器窯跡」（牛頸須恵器窯跡ルート）

・ＪＲ大野城駅を出発し、史跡牛頸須恵器窯跡群を目指すロングトレイルです。道中では梅頭

窯跡や平野神社、胴ノ元古墳など幅広い歴史や文化に触れることができます。本ルートで

は窯跡群の中でも比較的大きな小田浦窯跡群Ⅰ地区や石坂窯跡群Ⅱ地区、井手窯跡群Ⅰ地

区を主として巡りますが、その他の窯跡についても基点を活かしながら鑑賞されることを

お勧めします。大自然に囲まれた牛頸須恵器窯跡群を巡り、先人の優れた技術に触れてく

ださい。
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（７）「新旧のにぎわい・旧太宰府往還と西鉄沿線」（往還とにぎわいルート）

・（仮称）大野城心のふるさと館を発着とし、歴史ある旧太宰府往還の町並みと新川緑地・新

川跡、春日原停留所運動場道などまちのにぎわいの発展を物語る歴史に触れることができま

す。さらに西鉄天神大牟田線に沿っては現在のにぎわいを見せる商店街が点在しています。

旧太宰府往還と西鉄沿線を交互に巡ることで、大野城のにぎわいの歴史を体感してくださ

い。
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第４章 トレイルの整備計画

4-1 基本的な考え方

・本市固有の自然・文化・歴史を結び、生涯学習、教育、健康増進、観光交流等の多方面に活 

かされるトレイルの形成に向けては、子どもや高齢者の利用にも配慮し、歩いて回遊しやす

い環境を整えるだけでなく、ふるさと大野城の魅力に関する情報を広く提供していくことも 

求められます。

・本計画では、上記を踏まえ、トレイルを結ぶハード事業と、トレイルを歩くことからふるさ 

と大野城の歴史を伝えるソフト事業の推進に取り組みます。

・これら事業を両輪で推進することが、人々の出会いや交流を育み、人々の回遊性の向上に繋

がると考えます。
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4-2 トレイルを結ぶ：ハード事業

・自然・文化・歴史を生かし、トレイルのル―トをより魅力のある空間にするため、案内・誘 

導・解説サインの整備や広場・歩道等の環境整備に取り組みます。

・これらの整備の推進にあたっては、他のプロジェクトによる整備計画や整備の進捗状況を考

慮し、必要に応じて国・県や関連部局との協議・連携に取り組みます。
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（１）案内・誘導・解説サインの整備

・トレイルの基点に総合サイン、散策路に誘導サインや路面標示サイン、トレイルの見どこ

ろとなる大野城市の自然・文化・歴史に解説サインを設置します。

・各サインは、歩行者の誘導とともに景観形成にも配慮し、適度な大きさで、シンプルで統

一されたマーク、デザイン、カラー等の採用に心がけます。

・サインの設置にあたっては、他の関連事業のサイン計画との整合を重視し、サイン実施計

画を別途策定します。サイン計画では、より具体的なサインの仕様や設置箇所を検討しま

す。

①トレイルの基点に設置する総合サイン

・トレイルの基点に設置する総合サインは、ト

レイルの解説やルートの紹介等を行うサイン

です。トレイルを巡る人々のスタート場所と

して、トレイルの基点に位置づけた公共施設

等の分りやすい、集合しやすい場所等に設置

します。

②トレイルの誘導に関する誘導サイン

・散策路に設置する誘導サインは、トレイルを

巡る人々を円滑に誘導するサインです。トレ

イルのルート沿いに適宜配置します。

③トレイルを示す路面標示サイン

・散策路に設置する路面標示サインは、トレイ

ルを巡る人々にルートから外れていないこと

を示すサインです。ルートを見失いそうな幹

線道路を渡る横断歩道の手前等に設置します。

④大野城市の自然・文化・歴史に関する解説サイン

・大野城市の自然・文化・歴史に関する解説サ

インは、それらにまつわる由来、物語等を写

真や図を交えて分りやすく伝えるサインです。

解説文の内容を海外からの来訪者にもわかり

やすく伝えるため、QR コード等を活用した

多言語に対応したものとします。
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図：サインのデザインイメージ



―  43 図：サイン配置計画案
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図：サイン配置計画案  
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図：サイン配置計画案
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図：サイン配置計画案
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図：サイン配置計画案
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図：サイン配置計画案
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（２）御笠川を渡る水城跡のルート整備（※県等による整備等を想定）

・御笠川で分断される水城跡を一体的に回遊できるルートを確保します。

・ルートの確保にあたっては、水城跡やその対岸からのアプローチのしやすさ、歩行者の利便 

性等に配慮し、以下の３つを候補と設定します。これら３案をもとに太宰府市、県との協議 

に取り組み、共有されるルートを設定し、その整備を推進します。整備にあたっては、水城 

跡の地下遺構、景観、生態系等に配慮した整備手法の採用に努めます。

・整備案①は、水城跡北側の空地を活かし、本市と太宰府市側を結ぶ橋梁を整備する案です。

・整備案②は、本市と太宰府市側を結ぶ飛び石を整備する案です。飛び石の整備を通して市民 

の憩いの場となる親水空間を創出します。

・整備案③は、水城跡の南側の空地を活かし、橋梁を整備する案です。（※この案は太宰府市

域です。） 

図：御笠川を渡る水城跡のルート整備方針
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橋梁（奥）と飛び石（手前）の整備イメージ

飛び石周辺の親水空間イメージ
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（３）ＪＲ水城駅前の整備

・ＪＲ水城駅方面から水城跡への良好な見通しを活かし、水城跡とＪＲ水城駅の一体感を高め

る駅前整備を目指します。

・歩道や駅前広場を確保し、歩行者の安全性を高め、トレイルの回遊性を向上します。水城跡 

の見学者には高齢者も多いことから、歩道や駅前広場の整備にあたってはバリアフリーに十 

分配慮します。
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（４）小水城跡の整備 

・小水城跡の一体感を高め、市民に親しまれる整備を目指します。 

・関係各課と協力し、古代を感じるイベント広場、小水城跡を巡る園路等の整備に取り組みま

す。 
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（５）御笠川の親水空間整備（※県等による整備を想定）

・河川敷の空間を積極的に活用し、市民に親しまれる御笠川の実現を目指します。

・県と協力し、人々が御笠川沿いを連続して歩くことができる堤防上歩道や高水敷歩道の整

備、 市民がくつろげる親水空間の整備等に取り組みます。

図：御笠川親水散策路整備方針
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御笠川の親水空間整備イメージ（大野城橋付近）

御笠川の親水空間整備イメージ 
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（６）牛頸須恵器窯跡散策林道整備（牛頸須恵器窯跡整備活用計画による整備を想定）

・牛頸須恵器窯跡散策林道整備にあた

っては、特別史跡大野城跡を対象と

した「（仮称）歴史をつなぐ路整備

計画」における登山道の整備イメー

ジを参考に整備します。

・散策道の整備では、周辺の景観や自

然環境に配慮し、できる限り自然素

材を活用したものとします。

・小さな子どもから高齢者の方まで、

安全に歩行できるよう、できるだけ

緩やかな勾配の階段や傾斜路としま

す。

参考）（仮称）歴史をつなぐ路整備計画登山道整備イメージ

図：牛頸須恵器窯跡散策林道整備方針
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4-3 トレイルから伝える：ソフト事業

・トレイルをより多くの方に知ってもらい、実際に歩いていただくため、トレイルマップの作成

し、まち歩きイベントを開催します。

・ソフト事業の内容は、ハード事業の進捗状況に併せて、遂次、見直しを行います。

（１）トレイルマップの作成

・トレイルの全体像が伝わりやすいよう全体と各テーマごとのマップを作成します。

・サインの設置と連動した内容とします。

・トレイルの参加者が持歩きやすいよう、適切な大きさで、わかりやすいレイアウトに心がけま

す。

（２）まち歩きイベントの開催

・本市の魅力を多くの方に体感していただくため、まち歩きイベントを企画、開催します。

・まち歩きイベントは、観光部局や関係団体等と連携し、「まちなかわくわくパビリオン」やそ 

の他のイベント等も活用しながら、周知と集客に努めます。

・まち歩きイベントの際は、トレイルの基点を集合場所、発着場所として活用します。

・イベントの開催に際しては、必要に応じて公共交通の活用等を検討します。

・イベントの様子は遂次、市のホームページや広報等で公開し、多くの人に活動を知っていた 

だく機会を設けます。

（３）トレイルガイドの育成

・トレイルを活かした取り組みを盛り上げるため、観光部局や関係団体等と連携し、トレイルガ

イドを育成します。ガイドの育成にはあたっては、地元の市民団体や観光ボランティア等に協

力を求めます。
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第５章 整備プログラムの検討

・整備プログラムでは、市が主体となって取り組むトレイル関連の整備について整備計画（ス 

ケジュール）、概算事業費を検討します。

5-1 整備計画（スケジュール）

・整備については、平成 27 年度に全体の実施設計を行い、各トレイルのルートについて段階 

的に整備していきます。

・整備の現案としては、山城ルート・水城跡ルート・ため池ルートを平成 27 年度に着手、御 

笠川ルート・往還と賑わいルートを平成 28 年度に着手、田園と牛頸川ルート・牛頸須恵器 

窯跡ルートを平成29年度以降に着手する予定です。

・他方、環境整備については、ＪＲ水城駅前歩道整備を平成 27 年度に着手、小水城跡の周辺

環境整備 を平成28年度に着手する予定です。 

・水城跡、牛頸須恵器窯跡、（仮称）歴史をつなぐ路等については、個別に整備や活用に関す

る計画が策定されています。これらについては、各々の計画に基づき整備等が行われます。
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